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高校生における希望業種の男女間比較 : 「高校生
のキャリア意識調査」の分析
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使って、高校生の希望業種と将来イメージを男女
間比較した。分析から明らかになったことは以下
の２点である。
第一に、男女の違いに着目すると、男子は第２
次産業と第３次産業の業種を希望する傾向にある
が､女子は第３次産業のみを希望する傾向にある。
また、男子の希望業種のばらつきが大きいのに対
して、女子の希望業種のばらつきは小さく、特定
の業種に集中しているという特徴がある。
第二に、男女間の違いを説明する要区因として、
男女で将来生活の考えに着目した。その結果、希
望業種と将来生活イメージの関連`性は男女問で大
きく異なることが確認された。業種を希望する理
由自体に男女格差があるので、希望業種分布に格
差が生まれていることが確認された。
以上の分析結果のうち、第二の発見に関しては、
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今後の追加的分析が必要であろう。同じ業種であ
っても業種内に性別役割分業があれば、異なる仕
事をイメージしながら同じ業種を希望している可
能性は高い。さらに、そもそも同じ業種の同じ仕
事であってもその仕事に対する認知が男女間で異
なる可能性もある。これらの問題に関しては、業
種と職種、業種と部門などを比較しながら高校生
の仕事希望を検討する必要があろう。今後の課題
としたい。
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